
 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｆｅ－Ａｌｐｈａの連続測定データから逆極点解析 
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概要 

 逆極点はＯＤＦ解析結果から得られるが、ＮＤ方向に関しては、θ／θ連続測定データからも 

 計算が可能です。 

 以下に、ｒａｎｄｏｍ試料と配向ｓａｎｐｌｅの測定データからの解析方法を説明します。 

 以前は回折方位毎の分割測定で行われていたが、ＣＴＲソフトウエアでは連続測定データから 

 分割ファイルを作成し、方位毎にｓａｍｐｌｅ／ｒａｎｄｏｍ比率を計算します。 

 通常この測定は面内回転を伴う測定で行われます。 

 サンプルチェンジャーを用いたデータの場合、一括処理が行われます。 

 以下に手法をシュミレーションします。 

 

入力データ 

 

 

測定は登録されているMYICDDデータと同一方位範囲を測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



連続データから分割データ作成 

 MYICDDデータ指定  処理を行うデータ指定（３ｓａｍｐｌｅ） 

 

  ピーク幅０．８ｄｅｇで分割開始 

 

MYICDDデータ 

 

 

 



分割データから逆極点（ｓａｍｐｌｅ／ｒａｎｄｏｍ）を計算 

ｒａｎｄｏｍの指定 

 

分割の確認 

 

 

 

 

 

 

 



ｓａｍｐｌｅファイルを指定し計算 

 

ｒａｎｄｏｍに対する比率を表示 

 

結果 

 

 

 



逆極点図表示 

  

 

表示するｓａｍｐｌｅを選択し表示 

 


